
ポスター発表要旨原稿作成要領
１．原稿の作成方法
原稿は、原則としてMicrosoft Wordで作成してください。
なお、頂いた原稿は、そのまま要旨集に掲載します。
1 原稿枚数
Ａ４版１ページ
2 ワードのページ設定
横３８字、縦３８行　上・下部余白：２２mm   左・右側余白：２２mm

フォント・ポイント：ＭＳ明朝・１１ポイント
英語での執筆も可能ですが、行数、上下左右余白、フォントサイズは上記としてください。また、フォントはTimes系でお願いします。

なお、本作成要領は上記様式で作成されていますので、本ファイルを原稿様式として使用することができます。

※発表題名・氏名・所属役職等の体裁は、事務局で統一させていただきます。
3 図表等
別途、図表、写真などを原稿に貼り付けることは差し支えありませんが、鮮明なものを貼付して下さい。ただし、製本時は白黒印刷とさせていただきます。
4 見本
別添の作成見本と原稿作成例を参考にしてください。
２．原稿の提出方法
word形式、pdf形式の両者を下記E-mailアドレスあてに送付してください。
　
３．原稿の提出期限
平成２９年８月４日（金）必着でお願いします。
【お問合せ・送付先】
特定非営利活動法人 瀬戸内海研究会議事務局 (担当：冨家) 
E-mail：web@seto.or.jp
〒651-0073 
　　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
　　　人と防災未来センター東館5階　（公社）瀬戸内海環境保全協会内
　　　TEL：078-241-7720　 　FAX：078-241-7730 

（発表題名）○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※６行分スペース空ける　　　　　　　　　（氏名）○○○○○○○○
（所属役職）○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

瀬戸内海島嶼部における地下水湧出とアマモ場との関係について

○齋藤光代1，小野寺真一2，丸山豊2，有冨大樹2，金広哲2，大久保賢治1
岡山大学大学院環境生命科学研究科1，広島大学大学院総合科学研究科2
1. はじめに

近年，国内外において地下水流出が沿岸域への栄養塩供給パスとなっていることが報告されている．しかしながら，浅海域に生息するアマモなどの沿岸低次生態系に及ぼす地下水流出の影響は，これまでほとんど明らかにされていない．

そこで本研究では，地下水湧出とアマモ場との関係について検討することを目的とし，瀬戸内海島嶼部沿岸の潮間帯を対象に地下水湧出とアマモ群落の空間分布に関する調査を実施し，これらの関係について考察を行ったので報告する．

2. 研究対象地域および方法
調査対象としたのは，広島県尾道市瀬戸田町（生口島）の南西部に位置する潮間帯である．このエリアの背後には，柑橘類の果樹園が広く分布している．現地では，海岸線沿いの約250mの区間を対象に陸から海に向かう14側線を設定し，各側線上で10m間隔に3～5地点を設定した．各地点において，深度約50cmのピエゾメーターを埋設して地下の間隙水を採取し，現地で電気伝導度（EC）および水温の測定を行うとともに，採取した間隙水の栄養塩およびラドン（222Rn）濃度の測定を行った．222Rnはウラン系列の放射性同位体であり，海水や河川水などの地表水と比べて地下水中で高濃度を示すことから，地下水湧出のトレーサーとして有用な物質である．さらに，各地点における底質および藻類の分布（種類，密度，サイズなど）に関する調査も併せて実施した．

3. 結果と考察

間隙水のEC，水温および222Rn濃度の空間分布から，対象とした潮間帯では，地下水湧出量が比較的大きいエリアとそうでないエリアとが存在することが確認された．また，アマモ場は海岸線から約100m沖合まで広がっており，アマモ以外の緑藻類なども多く分布していた．さらに，全体的な傾向として，地下水湧出量が大きいと考えられるエリアでは間隙水の栄養塩濃度が比較的高く，藻類の分布量も比較的大きい傾向を示した．以上の結果は，地下水湧出がアマモを含む藻類の生息状況に何らかの影響を及ぼしている可能性を示唆するものであると考えられる．

*本研究は日本学術振興会科学研究費補助金（代表：小野寺真一）および文部科学省科学技術人材育成費補助金テニュアトラック普及・定着事業（岡山大学）の支援により行われた．
【作成見本1】





【作成見本2】








